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上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。
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一般財源の比率（％）

事業概要

一般財源の比率（％） 96.9 ■
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

１　地域自殺対策
新型コロナウイルスの影響により、全国的に自殺者が
増加している。本市においても増加傾向にあり、ネット
ワーク構築をより一層推進していく必要がある。
２　地域精神保健の推進
市民及び支援者に対し、精神障がいに関する正しい知
識の普及啓発、理解促進が必要である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

事業概要

地域自殺対策、精神障がい者支援

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

【精神障がい者支援に関する事業実施による拡充】
１　地域自殺対策
（１）吹田市自殺対策計画に基づき、庁内推進会議を2回、懇談会を1回開催した。
（２）人材育成のためのゲートキーパー養成研修を2回実施した。
（３）普及啓発として、予防週間・月間に合わせて本庁舎ロビー展示を2回行った。その他、
　啓発リーフレット3種作成配布、市報やSNS、市内大学イントラネットを活用した情報
　発信を随時行った。
(４）自殺未遂者支援事業として、延べ213件の相談支援を行った。また、事例検討会を2回
　開催した。

２　地域精神保健の推進
(１)こころの健康相談として、支援実数482件、延べ3,561件の相談支援(電話、面接、訪問
　等)を行った。
(２)措置診察立ち合い業務を6件、措置入院者等退院後支援事業を5件対応した。
(３)精神科病院実地指導を2病院に対して実施した。
(４)依存症関連の予防週間に合わせて本庁舎ロビー展示や市報やSNSで情報発信を
　行った。また、大学生を対象にアルコール教室を開催した。

決算額　(千円) 3,873
※課題があるものは■

管理事業 精神保健事業 所管部局 健康医療部

1
所管
室課

地域保健課 事業名 精神保健事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和２年度

施策コード 341 施策 健康づくりの推進
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